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ざ
ま
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

黒
澤
寛
事
務
局
次
長
兼
地
域
福
祉
課

長
、
伊
藤
美
子
地
域
福
祉
課
生
活
支
援

相
談
員
係
主
任
ら
か
ら
、
現
在
、
山
田

町
社
協
が
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む｢

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援｣

｢

自
治
会
立
ち
上

げ
支
援｣

｢

日
常
生
活
相
談｣

｢

民
生
委

員
と
の
協
働｣

な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

顔
の
見
え
る

住
民
同
士
の
関
係
づ
く
り

　

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
や
高
台
造
成

地
へ
の
住
宅
再
建
等
が
ス
ピ
ー
ド
を
増

す
一
方
で
、
未
だ
応
急
仮
設
住
宅
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
住
民
は

約
２
，
０
０
０
人
と
さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
を
迎
え
ま

し
た
。
被
災
地
で
は
ハ
ー
ド
事
業
の
振

興
で
新
た
な
街
並
み
が
見
え
始
め
て
い

る
一
方
で
、
住
民
は
応
急
仮
設
住
宅
で

構
築
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
離
れ
、
災

害
公
営
住
宅
な
ど
被
災
者
の
居
住
環
境

の
移
行
に
伴
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
変
化
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
各
社
協
で
は
行
政
、
福
祉

関
係
者
、
住
民
ら
と
と
も
に
、
地
域
に

見
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
を

模
索
し
な
が
ら
、
被
災
者
が
自
ら
の
力

で
歩
み
始
め
る
た
め
の
自
治
会
組
織
の

支
援
な
ど
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
山
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
箱
石

紅
子
会
長
）
で
は
、
復
興
期
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
向
け
て
、
さ
ま

　

山
田
町
社
協
で
は
町
中
心
地
区
や
織

笠
地
区
な
ど
５
地
区
の
実
状
に
合
わ
せ

て
、社
協
事
業
の
統
合
や
改
廃
を
経
て
、

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
確
実
に
進

め
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
に
つ
い
て
は
、

震
災
以
降
、
外
部
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

多
く
の
支
援
団
体
が
住
民
支
援
や
サ
ロ

ン
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
時
間
と

と
も
に
支
援
は
減
少
し
、
こ
こ
数
年
は

支
援
団
体
の
役
割
や
活
動
内
容
な
ど
を

十
分
に
把
握
で
き
な
い
ま
ま
の
状
態
で

し
た
。

　

現
在
は
そ
う
し
た
反
省
を
踏
ま
え
、

地
域
に
根
付
く
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
り
始
め
て
い
ま

す
。
一
例
と
し
て
は
年
３
回
、
山
田
町

社
協
が｢
や
ま
だ
ん｣

を
開
催
。
町
内

で
活
動
す
る
団
体
や
事
業
内
容
を
把
握

し
、
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

山
田
町
は
も
と
も
と
社
会
資
源
が
少

な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
震
災
前
は
１
団

体
の
み
で
、こ
の
た
め
震
災
後
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
と
と
も
に
支
援
団
体
の
た

め
の
事
業
開
発
や
次
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
調
査
を
進
め
る
と
町
全
域

の
既
存
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
数
や
趣
味

活
動
団
体
数
は
意
外
に
多
く
、
現
在
は

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
新
事
業

を
開
発
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
そ
う
し
た
方
々
の
お
力
を
お

借
り
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
は
、
町

内
全
域
対
象
の
▽｢

カ
フ
ェ
よ
り
あ
い
っ

こ｣

（
応
急
仮
設
、
災
害
公
営
住
宅
向

け
サ
ロ
ン
）
▽｢

在
宅
カ
フ
ェ
よ
り
あ

い
っ
こ｣

（
小
地
域
向
け
）
▽
お
楽
し
み

バ
ス
運
行
事
業
（
高
齢
者
の
ひ
き
こ
も

り
予
防
）
▽
料
理
ア
カ
デ
ミ
ー
（
仮
設

住
宅
の
男
性
対
象
、
月
１
回
）
▽
女
性

料
理
ア
カ
デ
ミ
ー
（
女
性
リ
ー
ダ
ー
育

成
、
月
６
回
）
▽
花
だ
よ
り
訪
問
事
業

（
仮
設
、
み
な
し
仮
設
、
災
害
公
営
住

宅
の
訪
問
、
年
４
回
）
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
実
施
し
、
町
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

山
田
町
社
協
独
自
と
し
て
は
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
立
ち
上
げ
支
援

地
域
力
と
福
祉
力
を

高
め
る
た
め
に

復
興
期
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
す
る
た
め
に

生活支援相談員29　 人が被災者を守る
被災者の方々が自　 らの力で歩み始めるために

災害公営住宅

復興が進む山田町
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自
治
会
活
動
へ
の
参
加
を
い
か
に
促

す
か
は
、
災
害
公
営
住
宅
に
共
通
す
る

課
題
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
ま
す
。

　

自
治
会
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
山

田
町
社
協
は
被
災
地
の
中
で
は｢

後
発｣

と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
二
か
所
の

災
害
公
営
住
宅
で
各
十
数
回
、
団
地
住

民
で
構
成
さ
れ
る
自
治
会
設
立
準
備
委

員
会
（
支
援
者
：
山
田
町
、
岩
手
大
学

三
陸
復
興
・
地
域
創
生
推
進
機
構
、
山

田
町
社
協
、
岩
手
県
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
、
岩
手
県
社
協
）
を
支
援
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
は
山
田
町
中
央

団
地
で
第
一
回
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
、
自
治
会
の
立
ち
上
げ
に
至
り
ま
し

た
。

　

災
害
公
営
住
宅
入
居
者
は
高
齢
者
世

帯
及
び
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
方
も
多

く
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す

る
経
験
が
浅
い
人
が
多
い
た
め
、
課
題

や
思
い
を
共
有
し
、
自
治
会
立
ち
上
げ

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
居
者
間
の
交
流
と
孤
立
防

止
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
目
的
に
、

山
田
町
社
協
と
岩
手
県
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
間
で
協
定
書
を
締
結
し
、
お
互
い

の
役
割
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

社
協
の
役
割
と
し
て
は
集
会
に
お
け

る
進
行
役
や
記
録
整
理
役
と
し
て
、
住

民
が
主
体
と
な
る
支
援
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
山

田
町
社
協
の
関
わ
り
方
を
変
え
な
が
ら
、

自
治
会
活
動
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

民
生
委
員
と
の
協
働

民
生
委
員
と

生
活
支
援
相
談
員
の
協
働

　

山
田
町
社
協
で
は
生
活
支
援
相
談
員

の
担
当
地
区
を
地
区
民
協
の
地
区
割
に

あ
わ
せ
、
生
活
支
援
相
談
員
と
民
生
委

員
の
両
者
が
お
互
い
に
情
報
共
有
し
、

協
働
し
て
住
民
支
援
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

山
田
町
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員

（
29
名
）
は
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
地
区

民
協
定
例
会
に
出
席
し
、
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
民
生
委
員
主
催
の

サ
ロ
ン
に
も
出
席
。
住
民
支
援
の
円
滑

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
民
生
委
員
の
不
在
地
区
や

委
員
の
受
け
持
ち
世
帯
が
多
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、
な
か
な
か
協
働
し
た
支
援

体
制
の
構
築
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
山
田
町
社
協
で
は
住
民
支
援
に

向
け
て
更
に
力
を
入
れ
る
構
え
で
す
。

生活支援相談員29　 人が被災者を守る
被災者の方々が自　 らの力で歩み始めるために

定期的に開催されている町社協ボランティアセンター運営訓練

伊藤 美子 主任
地域福祉課生活支援相談員係主任

黒澤  寛 事務局次長
兼 地域福祉課長

生活支援相談員 29 名が支援町社協職員
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に
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

２
階
に
は
中
学
・
高
校
生
及
び
専
門

学
校
受
験
を
控
え
る
生
徒
た
ち
の
た
め

に
、｢

明
日
を
担
う
生
徒
の
た
め
の
自

習
室｣

（
事
業
主
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
ど
も

福
祉
研
究
所
、
森
田
明
美
理
事
長
）
が

開
設
さ
れ
、
こ
の
建
物
は｢

ゾ
ン
タ
ハ

ウ
ス｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、｢

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
部
活
ｄ
ａ

ｙ
！｣

を
訪
れ
た
一
人
暮
ら
し
世
帯
の

中
村
ワ
キ
さ
ん
は
、
昨
年
12
月
に
応
急

仮
設
住
宅
か
ら
町
最
大
の
災
害
公
営
住

宅｢

山
田
中
央
団
地｣

（
１
４
６
戸
・
高

齢
化
率
約
65
％
）
に
入
居
し
た
ば
か
り
。

　

｢
ま
だ
新
し
い
環
境
に
馴
染
め
ず
手

探
り
の
毎
日
で
、
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
が
あ
っ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
。
ま
た
来
た
い
で
す｣

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

　

山
田
町
社
協
の
横
田
佐
知
子
生
活
支

集
う
場
づ
く
り

　

応
急
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅

へ
の
移
行
期
に
入
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

山
田
町
社
協
で
は
地
域
支
援
が
一
層

重
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
５
月

か
ら
町
中
心
部
に
地
域
住
民
の
集
う
場

づ
く
り
と
し
て
、
地
域
福
祉
活
動
拠
点

｢

ひ
な
た
ぼ
っ
こ｣

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

こ
こ
は
住
民
の
相
談
場
所
の
ほ
か
、

｢

地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
機
会
の
場｣

｢

地

域
を
担
う
子
ど
も
達
が
集
え
る
場｣

｢

地
域
を
活
性
化
す
る
担
い
手
育
成
の
場｣

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
開
設
し
た
も
の

で
す
。｢

ひ
な
た
ぼ
っ
こ｣

は
月
曜
日

か
ら
金
曜
日（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

援
相
談
員
は｢

人
が
集
ま
れ
る
場
を
つ

く
り
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

み
な
が
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ

く
り
、
地
域
力
を
高
め
、
支
え
合
う
ま

ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い｣

と
声
を
弾

ま
せ
て
い
ま
す
。

交
流
と
笑
顔
の
場
を
提
供

　

｢

ひ
な
た
ぼ
っ
こ｣

に
隣
接
し
て｢

Ｚ 

０
０
（
ズ
ー
）
カ
フ
ェ｣

（
愛
称
は
高

校
生
カ
フ
ェ
Ｚ
０
０
）
が
開
設
さ
れ
、

県
立
山
田
高
等
学
校
の
女
子
生
徒
数
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

入
れ
た
て
の
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
は
一
杯

１
１
０
円
。
メ
ニ
ュ
ー
は
す
べ
て
格
安

の
値
段
で
す
。

　

上
沢
リ
エ
さ
ん
（
３
年
生
）
は｢

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
被
災
し
た
友
達

も
い
ま
す
が
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
ま
す｣

と
笑
顔
で
話
し
、

全
員
が
大
学
な
ど
に
進
学
の
予
定
で
す
。

　

カ
フ
ェ
で
は
住
環
境
の
変
化
か
ら
交

流
機
会
を
失
っ
た
方
々
に
交
流
と
笑
顔

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
ハ
ー
ド
面
は
進
展
し
て
い

ま
す
が
、
被
災
し
た
住
民
の
方
々

は
応
急
仮
設
住
宅
で
構
築
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
離
れ
、
新
た
な
生

活
の
場
で
の
共
同
体
づ
く
り
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
の
再

構
築
は
時
間
を
要
し
ま
す
。
町
社

協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
は
時
間

と
の
勝
負
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
す
る
う
え
で
の
基
盤
は
で

き
た
と
は
い
え
、
被
災
し
た
方
々

の
孤
立
と
不
安
を
な
く
し
、
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い

く
に
は
、
多
く
の
方
々
と
力
を
合

わ
せ
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
力
で

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
住
民
意
識
が
大
切
と
な
り

ま
す
。
町
社
協
は
震
災
前
よ
り
良

い
支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
を

高
め
る
た
め
に

「ひなたぼっこ」を利用する町民の方々

山田町ゾンタハウス（１階右が「ひなた
ぼっこ」、左が「ZOO（ズー）カフェ」）

山田高等学校のボランティア生徒

　「ZOO カフェ」に集う町民の方々

山
田
町
社
会
福
祉
協
議
会  

沼
﨑  

弘
明

常
務
理
事

｢日常生活相談｣から｢自らの力で歩み始めるための支援｣ 笑
顔
が
広
が
る
地
域
福
祉
活
動
拠
点
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

町民の皆さんを笑顔にする町社協に

特集  東日本大震災津波  あの日から７年  復興からその先へ




